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 せい しょう ねん せき じゅう じ

愛
あい

知
ち

県
けん

支
し

部
ぶ

の青
せい

少
しょう

年
ねん

赤
せき

十
じゅう

字
じ

の代
だい

表
ひょう

的
てき

取
と

り組
く

みの一
ひと

つとして、『子
こ

ども新
しん

聞
ぶん

プロジェクト』があります。このプロジェクトは、東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

から得
え

た教
きょう

訓
くん

をもとに、子
こ

どもたちが
被
ひ

災
さい

地
ち

などを取
しゅ

材
ざい

し、「子
こ

ども新
しん

聞
ぶん

」としてまとめ、風
ふう

化
か

させてはならない震
しん

災
さい

の教
きょう

訓
くん

や備
そな

え、対
たい

応
おう

などを未
み

来
らい

に伝
つた

える活
かつ

動
どう

です。
毎
まい

年
とし

、愛
あい

知
ち

県
けん

と岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

の青
せい

少
しょう

年
ねん

赤
せき

十
じゅう

字
じ

加
か

盟
めい

小
しょう

学
がっ

校
こう

の中
なか

から参
さん

加
か

者
しゃ

を募
つの

り、取
しゅ

材
ざい

先
さき

を決
き

め、現
げん

地
ち

へ出
で

向
む

いたり、オンライン取
しゅ

材
ざい

をしたりします。取
しゅ

材
ざい

後
ご

、子
こ

ども記
き

者
しゃ

たちは、取
しゅ

材
ざい

を通
とお

して感
かん

じたことや考
かんが

えたことを踏
ふ

まえて皆
みんな

で協
きょう

力
りょく

して記
き

事
じ

にします。
この取

と
り組
く

みによって、読
どく

者
しゃ

である子
こ

どもたちに災
さい

害
がい

について考
かんが

える機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

できるのではないかと考
かんが

えます。そして、取
しゅ

材
ざい

に参
さん

加
か

した子
こ

ども記
き

者
しゃ

たちは、それまで以
い

上
じょう

に
「気
き

づき・考
かんが

え・実
じっ

行
こう

する」意
い

識
しき

を高
たか

めます。
今
こん

回
かい

は、11回
かい

目
め

を迎
むか

え、阪
はん

神
しん

淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

や東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

などの被
ひ

災
さい

地
ち

域
いき

での防
ぼう

災
さい

や災
さい

害
がい

時
じ

に対
たい

する取
と
り組
く

みについて取
しゅ

材
ざい

しました。その取
しゅ

材
ざい

時
じ

の様
よう

子
す

を写
しゃ

真
しん

を交
まじ

えて紹
しょう

介
かい

します。

【取
しゅ

材
ざい

後
ご

の子
こ

ども記
き

者
しゃ

の声
こえ

】（一
いち

部
ぶ

抜
ばっ

粋
すい

）
◎私

わたし
も地
ち

域
いき

や人
ひと

のために何
なに

ができるか、取
しゅ

材
ざい

を通
とお

し
て学
まな

んだことをこれからも大
たい

切
せつ

にしていきたい。
◎さまざまな会

かい
社
しゃ

が被
ひ

災
さい

地
ち

支
し

援
えん

の活
かつ

動
どう

に取
と

り組
く

んで
いることをもっと学

まな
びたいと思

おも
った。

◎普
ふ

段
だん

から何
なに

が不
ふ

便
べん

かを考
かんが

えてくれる人
ひと

がいるから
こそ、災

さい
害
がい

が起
お

こった時
とき

に安
あん

心
しん

した生
せい

活
かつ

が送
おく

れる
のだと思

おも
った。

◎普
ふ

段
だん

の生
せい

活
かつ

でもあらかじめ災
さい

害
がい

の知
ち

識
しき

をもち、対
たい

策
さく

することが大
たい

切
せつ

だと思
おも

った。
◎周

まわ
りのみんなと協

きょう
力
りょく

して防
ぼう

災
さい

活
かつ

動
どう

に取
と

り組
く

み、災
さい

害
がい

時
じ

も助
たす

け合
あ

って生
い

きていきたいと心
こころ

から思
おも

った。〈福
ふく

良
ら

港
こう

津
つ

波
なみ

防
ぼう

災
さい

ステーションにて〉

震
しん

災
さい

の教
きょう

訓
くん

を語
かた

り継
つ

ぐ「子
こ

ども新
しん

聞
ぶん

プロジェクト」

〈熱
ねっ

心
しん

に取
しゅ

材
ざい

する子
こ

ども記
き

者
しゃ

〉 〈（
ゆうげんがいしゃ

有） 金
かな

山
やま

製
せい

麺
めん

〉〈エレコム株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

〉

〈女
おな

川
がわ

町
ちょう

観
かん

光
こう

協
きょう

会
かい

（オンライン取
しゅ

材
ざい

）〉 〈福
ふく

良
ら

町
まち

づくり推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

〉〈人
ひと

と防
ぼう

災
さい

未
み

来
らい

センター〉

身
み

近
ぢか

なもので！
私
わたし

たちは月
つき

に１、２回
かい

ほど、各
かく

教
きょう

室
しつ

を回
まわ

ってペットボ
トルキャップの回

かい

収
しゅう

を行
おこな

っています。回
かい

収
しゅう

後
ご

は洗
せん

浄
じょう

し、
回
かい

収
しゅう

業
ぎょう

者
しゃ

さんに引
ひ

き渡
わた

し、のちにワクチンにかわります。
この活

かつ

動
どう

を始
はじ

めて、私
わたし

たちの身
み

近
ぢか

なもので誰
だれ

かの命
いのち

を
救
すく

えることを知
し

り、驚
おどろ

きました。
一
ひとり　ひとり

人一人の小
ちい

さな心
こころ

がけの積
つ

み重
かさ

ねで一
ひとり

人でも多
おお

くの
命
いのち

を救
すく

うことに繋
つな

がります。キャップはゴミ箱
ばこ

ではなく回
かい

収
しゅう

箱
ばこ

へ、みなさんもぜひ、少
すこ

しの意
い

識
しき

で人
ひと

助
だす

けをしましょう。

僕
ぼく

ができること～より良
よ

い学
がっ

級
きゅう

・学
がっ

校
こう

を目
め

指
ざ

して～
僕
ぼく

は、夏
なつ

休
やす

みにリーダーシップ研修会に参
さん

加
か

し
ました。そこで学

まな

んだことを生
い

かし、所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

級
きゅう

や学
がっ

校
こう

をより良
よ

くしたいと思
おも

いました。
研
けん

修
しゅう

では、気
き

付
づ

き、考
かんが

え、実
じっ

行
こう

するという「本
ほん

物
もの

のリーダーシップ」について学
まな

びました。そして、
学
まな

んだことを学
がっ

級
きゅう

活
かつ

動
どう

と文
ぶん

化
か

祭
さい

の発
はっ

表
ぴょう

の時
じ

間
かん

に全
ぜん

校
こう

生
せい

徒
と

に伝
つた

えました。「本
ほん

物
もの

のリーダーシップ」を
多
おお

くの生
せい

徒
と

が発
はっ

揮
き

できるように、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

が手
て

本
ほん

を示
しめ

していきたいです。

募
ぼ

金
きん

で集
あつ

まる「思
おも

いやり」

校
こう

庭
てい

ピカピカ大
だい

作
さく

戦
せん

！
校
こう

庭
てい

の草
くさ

取
と

りは、とても大
たい

変
へん

な作
さ

業
ぎょう

です。毎
まい

年
とし

夏
なつ

のＰＴＡ作
さ

業
ぎょう

で大
おとな

人の人
ひと

たちが取
と

ってくれます
がおいつきません。そこで私

わたし

たち環
かん

境
きょう

委
い

員
いん

会
かい

は全
ぜん

校
こう

で草
くさ

取
と

りをする「校
こう

庭
てい

ピカピカ大
だい

作
さく

戦
せん

」を計
けい

画
かく

しました。縦
たて

割
わ

り班
はん

対
たい

抗
こう

にして、みんなで協
きょう

力
りょく

し
て楽

たの

しく活
かつ

動
どう

できました。きれいになった校
こう

庭
てい

を
見
み

て、やったかいがあったと思
おも

いました。これか
らも自

じ

分
ぶん

たちにできることを考
かんが

えて行
こう

動
どう

していきたいです。

広
ひろ

がる笑
え

顔
がお

鳴
なる

子
こ

台
だい

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

生
せい

徒
と

会
かい

では異
い

学
がく

年
ねん

交
こう

流
りゅう

とあいさつを増
ふ

や
すため、「オレ、あいモンとふれあうモン」という活

かつ

動
どう

を行
おこな

いました。朝
あさ

、登
とう

校
こう

してきた時
とき

にあいさつやじゃん
けんをするというシンプルな活

かつ

動
どう

でしたが、あいモンと
一
いっ

緒
しょ

に取
と

り組
く

んだことで笑
え

顔
がお

も増
ふ

え、仲
なか

が深
ふか

まったよう
に感

かん

じました。もちろん、人
ひと

と話
はな

すことが得
とく

意
い

な人
ひと

も、
苦
にが

手
て

な人
ひと

もいるので、相
あい

手
て

のことを考
かんが

えて活
かつ

動
どう

するということも考
かんが

えることができまし
た。このような活

かつ

動
どう

を学
がっ

校
こう

外
がい

にも広
ひろ

めたいです。

活
かっ

気
き

のある学
がっ

校
こう

にするために
作
さく

野
の

小
しょう

学
がっ

校
こう

児
じ

童
どう

会
かい

は、「学
がっ

校
こう

ルールクイズラリー」に取
と

り組
く

みました。
全
ぜん

校
こう

児
じ

童
どう

がルールやマナーを守
まも

って学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を送
おく

れるよ
うにするために、児

じ

童
どう

会
かい

でクイズの内
ない

容
よう

や当
とう

日
じつ

の動
うご

きを企
き

画
かく

し、実
じっ

行
こう

しました。学
がっ

校
こう

全
ぜん

体
たい

を活
かつ

動
どう

場
ば

所
しょ

として使
つか

ったこ
の企

き

画
かく

には、1年
ねん

生
せい

から6年
ねん

生
せい

までの全
ぜん

学
がく

年
ねん

の児
じ

童
どう

が参
さん

加
か

し、とても活
かっ

気
き

あふれるものになりました。
これからも全

ぜん

児
じ

童
どう

が楽
たの

しく生
せい

活
かつ

ができるような企
き

画
かく

を児
じ

童
どう

会
かい

で行
おこな

っていきたいと思
おも

います。

「今
いま

」できる「あいさつ」
八
や

幡
わた

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

では校
こう

訓
くん

の一
ひと

つである「誠
せい

意
い

」と生
せい

徒
と

会
かい

目
もく

標
ひょう

の一
ひと

つである「礼
れい

儀
ぎ

」に基
もと

づいて、あいさつ運
うん

動
どう

を行
おこな

って
います。

朝
あさ

、執
しっ

行
こう

部
ぶ

が昇
しょう

降
こう

口
ぐち

で登
とう

校
こう

してくる生
せい

徒
と

に明
あか

るいあいさ
つをします。あいさつ運

うん

動
どう

では、「あいさつ」「運
うん

動
どう

」と書
か

いたカードを持
も

ち、生
せい

徒
と

同
どう

士
し

が親
した

しみやすい環
かん

境
きょう

をつくっ
ています。あいさつは元

げん

気
き

を与
あた

える事
こと

が出
で

来
き

る小
ちい

さなコ
ミュニケーションです。これからも「元

げん

気
き

」を与
あた

えられるあいさつをしていきたいと思
おも

います。

【今
こん

回
かい

の取
しゅ

材
ざい

先
さき

】
①石

いしの
巻
まき

日
ひ

日
び

新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

、女
おな

川
がわ

町
ちょう

観
かん

光
こう

協
きょう

会
かい

（宮
みや

城
ぎ

県
けん

石
いしの

巻
まき

市
し

・女
おな

川
がわ

町
ちょう

）　　　②エレコム株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

（大
おお

阪
さか

府
ふ

大
おお

阪
さか

市
し

）
③人

ひと
と防

ぼう
災
さい

未
み

来
らい

センター（兵
ひょう

庫
ご

県
けん

神
こう

戸
べ

市
し

）　　　　　　　　　　　　　④淡
あわ

路
じ

手
て

延
のべ

素
そう

麺
めん

協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

・（
ゆうげんがいしゃ
有）金

かな
山
やま

製
せい

麺
めん

（兵
ひょう

庫
ご

県
けん

南
みなみ

あわじ市
し

）
⑤市

し
役
やく

所
しょ

・福
ふく

良
ら

町
まち

づくり推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（兵
ひょう

庫
ご

県
けん

南
みなみ

あわじ市
し

）

〈あいさつで一
いち

日
にち

のスタートを〉

ネパールやバヌアツの人
ひと

々
びと

のくらしを支
ささ

えるために
１円

えん

玉
だま

募
ぼ

金
きん

を行
おこな

いました。ぼくたちの学
がっ

校
こう

では、たく
さんのお金

かね

が集
あつ

まり、世
せ

界
かい

の子
こ

どもたちの笑
え

顔
がお

を増
ふ

や
したいという気

き

持
も

ちが伝
つた

わってきました。この活
かつ

動
どう

を
通
とお

して、困
こま

っている人
ひと

々
びと

を支
ささ

えるためには、世
せ

界
かい

の貧
ひん

困
こん

に対
たい

して一
ひとり　ひとり

人一人の意
い

識
しき

を高
たか

めることが大
たい

切
せつ

だと実
じっ

感
かん

しました。これからも、自
じ

分
ぶん

にできることを考
かんが

え、
小
ちい

さな「思
おも

いやり」を積
つ

み重
かさ

ねていきたいです。 〈ＪＲＣ１円
えん

玉
だま

募
ぼ

金
きん

活
かつ

動
どう

〉

〈スタンプラリーを行
おこな

う様
よう

子
す

〉

普
ふ

通
つう

の生
せい

活
かつ

のありがたみ
満
まん

足
ぞく

した生
せい

活
かつ

が送
おく

れない人
ひと

や、身
しん

体
たい

に不
ふ

自
じ

由
ゆう

のある人
ひと

の手
て

助
だす

けをするため、募
ぼ

金
きん

活
かつ

動
どう

を行
おこな

いました。僕
ぼく

は、募
ぼ

金
きん

活
かつ

動
どう

をする中
なか

で、あたりまえに感
かん

じていたご飯
はん

を食
た

べ
られること、お風

ふ

呂
ろ

に入
はい

れることなどのありがたみを感
かん

じました。貧
ひん

困
こん

な国
くに

では、ご飯
はん

が１日
にち

１食
しょく

しか食
た

べられ
なかったり、お風

ふ

呂
ろ

に何
なん

日
にち

も入
はい

れなかったりしています。
僕
ぼく

は、このような人
ひと

達
たち

のことを多
おお

くの人
ひと

が知
し

り、誰
だれ

もが幸
しあわ

せな生
せい

活
かつ

を送
おく

れるように手
て

助
だす

けをしたいと強
つよ

く感
かん

じました。

〈募
ぼ

金
きん

活
かつ

動
どう

の様
よう

子
す

〉

〈キャップ回
かい

収
しゅう

の様
よう

子
す

〉

〈朝
あさ

のあいさつ＆ふれあい活
かつ

動
どう

〉

〈たくさん草
くさ

を取
と

ったよ〉

〈合
がっ

唱
しょう

コンクールに向
む

けて話
はな

し合
あ

いをする様
よう

子
す

〉

安
あん

城
じょう

市
し

立
りつ

作
さく

野
の

小
しょう

学
がっ

校
こう

　6年
ねん

　金
かね

本
もと

　結
ゆ

愛
あ

愛
あい

知
ち

県
けん

立
りつ

瀬
せ

戸
と

北
きた

総
そう

合
ごう

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

　3年
ねん

　福
ふく

村
むら

　梨
り

湖
こ

日
にっ

進
しん

市
し

立
りつ

梨
なし

の木
き

小
しょう

学
がっ

校
こう

　6年
ねん

　森
もり

　謙
けん

太
た

　

名
な

古
ご

屋
や

市
し

立
り つ

鳴
な る

子
こ

台
だ い

中
ちゅう

学
が っ

校
こ う

　3年
ねん

　平
ひら

田
た

　爽
そう

岡
おか

崎
ざき

市
し

立
りつ

福
ふく

岡
おか

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

　2年
ねん

　町
まち

田
だ

　新
あらた

新
しん

城
しろ

市
し

立
りつ

黄
つ

柳
げ

川
がわ

小
しょう

学
がっ

校
こう

　6年
ねん

　田
た

中
なか

　天
あまね

・内
ない

藤
とう

　琴
こと

美
み

知
ち

多
た

市
し

立
りつ

八
や

幡
わた

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

　2年
ねん

　小
こ

池
いけ

　亜
あ　 き　 な

季南

豊
とよ

田
た

市
し

立
りつ

猿
さ

投
なげ

台
だい

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

　3年
ねん

　那
な

須
す

　大
だい

資
すけ


